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心の病・家族相談
8日 （電話相談）・22日 （電

話・面接相談）10：00～12：
00あいとぴあセンター。心の病
についての相談を受ける 心の病
を持つ当事者とその家族、市民

狛江さつき会家族会☎080-
9275-2090安藤
土肥哲英写真展 ちょう（蝶）
16 21 10：00（初

日12：00）～17：30（最終日
17：00）泉の森会館。初春から
晩秋にかけて活動する蝶たちの写

真 IMF☎5497-5444平岡
おはなし会
よしこさん家。25日 0：

30～11：15絵本でくつろぐ小さ
なおはなし会 子どもから 10
人。28日 12月23日 0：
00～10：50いろいろな絵本を
楽しむ 親子 5組 こまえ
ほんの会 komaehon_nokai@
yahoo.co.jp長尾
リウマチ友の会
25 13：30～15：30調

布市総合福祉センター。リウマチ
についての勉強会と会員相互の
親睦をはかる 飲み物 リウマチ
患者、家族 200円 調布・狛
江リウマチ友の会☎・FAX3488-
7355加古
こまえ楽市
27 10：00～15：00え

きまえ広場。フリーマーケット
と市内業者出店による市 フ
リーマーケット出店1,100円
先着順。締切21日 狛江楽
市 の 会 ☎5438-8805FAX5438-
4331 komaeraku1@gmail.
com坂本

絵本の楽しさを知る
27 11：00～11：30野川

のえんがわこまち 乳幼児から
先着10人 りぷりんと・狛
江かわせみ☎090-7285-6781
今井
狛江市卓球ダブルス大会
12月11日 9：30～19：

00市民総合体育館。種目＝ミッ
クスダブルス、ミックスダブルス
125歳及び145歳以上 市内在
住・在勤・在学者及び連盟登録
者 1組1,500円 抽選。締切11
NPO法人狛江市体育協会☎

3480-6211へ 狛江市卓球連盟
☎3489-4559FAX3489-7783秋
元

「電話でお話しませんか」無料
利用者、活動者募集

利用者＝週2回（ または ・
13：30～16：00。日々、会

話していますか。私たちと電話
でお話をしましょう 65歳以上
の高齢者世帯（日中独居を含む）、
外出困難な障がい者等 事
前。活動者＝週1回 ・
のいずれか）13：30～16：

00あいとぴあセンター 600円
狛江市社会福祉協議会☎3488-
0294FAX3430-9779はとの会

ストレッチ
10：00～12：00中央公

民館。健康、美容のための運動。
親切、ていねいな指導。見学自由
2,500円 1,000円 ハーモニ
ー☎・FAX5761-5910鵜塚
ハイキング
月２回主に平日都内及び近県

の散策・ハイキング。心身の健
康作りを通じ会員相互の親睦を
図る 弁当、飲み物、雨具、健
康保険証等 おおむね55歳以上
で1日7km位歩ける人 3,000円
500円 事前 狛江歩歩クラブ
☎・FAX3489-5356平賀
フォークダンス

2・4 9：30～11：
30中央公民館。指導者と世界の
フォークダンスを踊る 健康な人
1,500円 1,000円 F・Dフ

ラミンゴ☎3480-0257望月
囲碁

3：00～17：00
あいとぴあセンター 60歳以
上の狛江市または近隣在住者
2,000円 1,000円 あいとぴあ
囲碁クラブ☎080-5644-1434
井上
剣道

18：30～20：00
野川地域センター、小・中学校。
初めての人でも基本から指導。小
学生の防具は貸し出し応相談 小
学生以上 2,000円 事前 狛江
剣道同志会☎3326-5101小林

「komaeの仲間」は市民活動団体の情報コーナーです

●記事中の記号●
健康、 スポーツ、 文化、 交流・

地域、 その他、 狛江市市民公益活動事
業補助金事業、 市または市教育委員会
後援、 持ち物、 対象、 定員、 入会
金、 月会費、 年会費、 参加費、 無料、
申し込み、 問い合わせ先、 Eメール

「komaeの 仲 間 」 の 原 稿 は 市 役 所4階 政 策 室（ ☎3430-
1111FAX3430- 6870 wacco@city.komae.lg.jp）またはこまえく
ぼ1234（☎5761-5556）で受け付けています。原稿は窓口へ直接
持参するか、ファックスまたはＥメールでお送りください。掲載す
るには事前に団体登録が必要です。

■「komaeの仲間」欄
等に掲載した催し等は新
型コロナウイルス感染症
により中止・延期となる
場合があります。最新情
報はそれぞれの主催者へ
お問い合わせください。

ソフトボール審判員研修会
狛江市ソフトボール協会（内山正春代表）が12
時～午後４時に西和泉グランドと西和泉体育館で開くソフトボー
ル審判員研修会の参加者を募集している。

同協会には女子のみの
チームも含め現在６団体
が所属し、毎年春と秋に
大会を開催しているが、１
試合で球審と塁審３人が
必要で、現在いる12人の
審判では十分と言えない

のが現状。なかには選手と兼任の人もおり、体力的な負担も大き
いという。同協会では７、８年前に審判研修会を開いたほか、以
前は都内のソフトボール関係団体の研修会に参加し資格取得がで
きたが、コロナ禍で開催されず審判員の高齢化と減少が深刻な問
題になっているという。同協会では、そうした実情を解消し、選
手としてだけでなくソフトボールの新たな楽しみ見つけてもらお
うと自主研修会を催すことにした。今回は地域大会レベルの第３
種の審判員の資格が取得できる。当日は公認審判員２人が講師と
なり、審判員の心得、ルールなどの座学と、球審・塁審の構え方
やストライク、アウト、セーフなどの基本動作の実技研修を行う。
参加者は来年４月から審判員として活動できる。

、
昼食、飲み物、筆記用具を持参する。
問い合わせ・申し込みは☎090-8022-9824、Eメールは
s.h.s-toshi.t@docomo.ne.jp狛江市ソフトボール協会高橋さん。

審判員の研修会

籠屋 秋元商店は全国の日本酒や焼酎、ワイン、地
ビールなど約1,300種の銘柄を扱う酒の専門店。
明治35年の帳面が残っており、今年で創業120年
を迎えた老舗だ。社長の秋元賢さん（72）の祖父・
小三郎さん（故人）が本家から独立、竹籠や竹ぼうき
を作って販売したのが始まり。その後、酒や炭、雑貨
なども扱うようになり、賢さんの父・周作さん（故人）
の時代に籠の製造販売はやめ、よろず屋になった。実
家で働くようになった賢さんは、40年余り前の地酒
ブームが起きる少し前に酒の専門店にすることを決意
した。全国の蔵元を訪ねて交渉し、選りすぐりの酒を
問屋を通さず直接仕入れて販売した。平成に入る頃に
は地酒専門店として知られるようになった。
平成５年には「狛江でおいしい地酒を楽しむ会」を結
成、日本酒のイメージアップを目的に酒の愛好家が蔵元

と交流する
会を定期的
に開催。同
会は、日本
酒以外の焼酎や泡盛など他の酒の蔵元も招くなど、酒を
文化として楽しむ会に成長した。３年前からコロナ禍の
ため中断しているが、来年には再開したいという。
賢さんの長男・慈一さん（42）は大学で醸造を専
攻、海外のワイナリーなどで酒造りを学んだ後に実家
に戻った。11年前に市内の農家と協力して狛江特産
の枝豆を使った発泡酒「こまえ～る」を開発。29年
に店の隣にクラフトビールの醸造所「籠屋ブルワリー」
とレストラン「籠屋たすく」を開設した。ブルワリー
では昨年、材料調達から醸造までを狛江で行う第二の
枝豆ビールを開発した。
賢さんの次男・亮二さん（37）は大学在学中から
店を手伝い、令和2年から店長として販売を担当して
いる。店は1階と2階に種類別に分けられた酒がずら
りと並び、珍しい地酒も豊富で、熱心に見て回る客も
多いという。多摩川流域のブルワリーが醸造した地

「多摩川地ビール」コーナーもある。
同店は都内の飲食店への販売に力を入れており、販
売量の約８割を占めるという。コロナ禍で売り上げが
減ったが、全国の蔵元を支えるために取引量を維持す
ることが必要と考え、一般消費者向けの販売を増やす
ことを計画、初めて支店を開設することにした。今夏
に世田谷区下高井戸と調布市仙川に支店を開設した。
亮二さんは「スタッフ全員がお酒の専門的な知識を
豊富に持っているので、気軽に遊びに来て、酒の様々
な文化を楽しんでください」と話している。
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籠屋 秋元商店

猪
駒
通
り 駒井大通り

狛江六
小南

駒
井
西 籠屋

秋元商店

六小

☎3480-8931、駒井町3-34-3、営業時間＝午前
10時～午後８時(日・祝日午後７時）、月曜日休み

様々な酒が並ぶ店内と秋元亮二店長

籠屋 秋元商店のスタッフ

全国の蔵元から約 1,300 種の酒
ブルワリーやレストランも併設


